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第３章 推進計画の目標と基本的考え方 

―“いなみ生涯スポーツ”プラン― 

＜基本理念（ヴィジョン）＞ 

『“するスポーツ”、“みるスポーツ”、“ささえるスポーツ”を推進し、すべての住民が 

生涯スポーツを楽しむことができる環境づくりを目指す』 

＜使命（ミッション）＞ 

『すべての住民、行政、学校、スポーツ団体、民間事業者などが参画し、ささえ、連携 

・協働し、生涯スポーツを楽しむまち、いなみを創る』 

＜政策目標＞ 

ライフステージに 

応じたスポーツの推進 

“みる・ささえる” 

スポーツの推進 

身近なスポーツ環境・ 

プログラムの整備 

スポーツ団体、学校、行政等

における連携・協働の推進 

＜重点分野＞ 

●幼児･子どもの実施者を

増やす 

●質の高いスポーツ指

導者の育成と活用 

●身近なスポーツプログラ

ムの充実 

●部活動と地域スポーツとの

連携・協働の推進 

●若者･壮年の実施者を

増やす 

●スポーツボランティア

の育成と活用 

●身近なスポーツ環境の

整備 

●スポーツ団体と地域団体と

の連携・協働の推進 

●女性･高齢者･ファミリー

の実施者を増やす 

●みるスポーツ環境の

整備 

●職場･家庭における運動

スポーツの推進 

●行政間における連携・協働

の推進(スポーツ情報一元

化) 

●障がい者の実施者を増

やす 

●アスリート・コーチの顕

彰制度の充実 
●バリアフリー環境の整備 

●稲美町スポーツ推進会議

の設立 

＜数値目標＞ 

  1) 週１回以上のスポーツ実施者が 47.5%から 58.0%になることを目指す。    

  2) 週 3 回以上のスポーツ実施者が 18.7%から 29.0%になることを目指す。    

  3) スポーツ未実施者の 21.6%が 11.0%になることを目指す。    

  4) スポーツクラブ加入者が 29.5%から 35.0%になることを目指す。    

  5) 兵庫一、日本一のアスリートやチームを増やすことを目指す。     
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第４章 ライフステージに応じたスポーツの推進 

 

＜重点分野＞ 

１．幼児・子どもの実施者を増やす 

２．若者・壮年の実施者を増やす 

３．女性・高齢者・ファミリーの実施者を増やす 

４．障がい者の実施者を増やす 

 

＜具体的施策＞ 

1) 幼児の運動遊び（毎日 60 分）を推進します。 

2) 児童・生徒の体力向上を楽しい活動の中で推進します。 

3) 幼児・児童・生徒において、運動・スポーツ好きを増やします。 

4) 若者が予約をしなくてもできるプログラムを充実します。 

5) 中年層が手軽にできる運動・スポーツの機会を充実します。 

6) 女性や高齢者が楽しめる教室やイベントなどを充実します。 

7) ファミリースポーツの教室やイベントなどを開催します。 

8) 健康増進を促進する運動・スポーツプログラムを開発します。 

9) 障がい者が手軽に楽しめ、取り組めるプログラムを開発します。 

10) 障がい者が手軽に参加できる教室やイベントなどを開催します。 

11) 障がい者スポーツ指導者の指導者養成と組織化を推進します。 
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第５章 “みる・ささえる”スポーツの推進 

 

＜重点分野＞ 

１．質の高い指導者とボランティアの養成と活用 

２．スポーツボランティアの育成と活用  

３．みるスポーツ環境の整備 

４．アスリートやコーチなどの顕彰制度の充実 

 

＜具体的施策＞ 

1) 暴力を排除し、民主的で自発性を重んじる、質の高い指導者養成を推進します。 

2) 部活動を指導する外部指導者の講習を充実します。 

3) スポーツボランティアの養成と活用を進めます。 

4) 客席や仮設スタンド、観客コーナー、芝生など、身近なみるスポーツ環境を整備します。 

5) スポーツ大会やスポーツ教室において、みるスポーツ環境を整備します。 

6) トップアスリートやユーススポーツなどをみるスポーツ機会を推進します。 

7) スポーツフォトコンテストやスポーツファッションなどのスポーツアートを推進します。 

8) スポーツ団体・行政・学校等における連携・協働およびガバナンス注１）強化を推進します。 

9) スポーツ振興に関わる企業等との連携を進めます。 

10) オリンピック・パラリンピック教育注２）を推進します。 

11) 優秀な選手・コーチ、役員、ボランティアなど、顕彰制度を充実します。 

 

「ＮＰＯ法人稲美町体育協会表彰式」 
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第６章 身近なスポーツ環境・プログラムの整備 

 

＜重点分野＞ 

１．身近なスポーツプログラムの充実 

２．身近なスポーツ環境の整備 

３．職場・家庭における運動・スポーツの推進  

４．バリアフリー環境の整備 

 

＜具体的施策＞ 

1) ウォーキング教室やウォーキングコースなどを充実します。 

2) ランニング教室やランニングコースなどを充実します。 

3) 家庭におけるストレッチや散歩など、手軽な身体活動を推進します。 

4) 親子体操など、手軽な身体活動プログラムを開発します。 

5) 職場において、ストレッチや階段昇降、ロッカーの配置など、手軽な身体活動を推進します。 

6) 職場において、アクティブな就業環境（スタンディングデスクなど）を推進します。 

7) 壮年や中年層が職場や通勤で楽しめるキャンペーンやプログラムを推進します。 

8) 公共スポーツ施設においてインクルーシブなプログラム注３）が可能な、バリアフリー環境の整備

を進めます。 

9) 公園等において、キャッチボールや運動遊びができる環境の整備を推進します。 

10) スポーツ施設におけるユニバーサルデザイン注４）を推進します。 

11) いなみスポーツマップ注５）（仮称）を開発し、充実します。 

 

「小学生陸上教室」 
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 第７章 スポーツ団体、学校、行政等における連携・協働の推進 

 

＜重点分野＞ 

１．部活動と地域スポーツとの連携・協働の推進 

２．スポーツ団体と地域団体との連携・協働の推進 

３．行政内における連携・協働の推進 

４．稲美町スポーツ推進会議注６）の設立 

 

＜具体的施策＞ 

1) 部活動を指導する部活動指導員等を充実し、講習会等を実施します。 

2) 部活動を指導する部活動指導員等と地域スポーツとの連携・協働を推進します。 

3) スポーツ団体と地域団体（校区まちづくり委員会、PTA、高齢者団体など）との連携・協働を推

進します。 

4) 行政内の運動・スポーツ・健康福祉・公園などの事業に関する情報の共有・発信・公開を推進し

ます。 

5) 行政内の運動・スポーツ・健康福祉・公園などの連携・協働事業を推進します。 

6) 公共スポーツの予約システムなど情報の一元化を進めます。 

7) 稲美町スポーツ推進委員会や NPO法人稲美町体育協会、スポーツクラブ 21 いなみ、中学校

体育連盟、稲美町老人クラブ連合会、稲美町子ども会育成協議会、行政担当者などのスポー

ツ関係者が集い、情報交換と連携・協働の推進を進める「稲美町スポーツ推進会議」（仮称）を

設立します。 

 

「町民体力測定」 

スポーツクラブ２１いなみ・ＮＰＯ法人稲美町体育協会・スポーツ推進委員会による合同開催 
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注１）ガバナンスとは、組織統治のこと。組織や社会に関与するメンバーが、相互作用や意思決定に

より社会規範や制度を形成し、強化し、あるいは再構成する。 

 
注２）オリンピック教育とは、スポーツやオリンピックを教材として、国際的な視野に立ち世界平和の構

築に貢献する人材を養成する教育的活動。パラリンピック教育とは、パラリンピックや障がい者ス

ポーツを教材として、多様な文化を受け入れ、あらゆる人々が互いの人権を尊重し、共に力を合

わせて生活する共生社会を実現する人材を養成する教育的活動。 

 
注３）インクルーシブなプログラムとは、障がいや性別、年齢、民族、技術レベルなどに拘わらず、多

様な個人が共に楽しむことができるプログラム。 

 

注４）ユニバーサルデザインとは、文化・言語・民族、年齢・性別、障がい・能力に拘わらずに利用でき

ることを目指した施設・製品・情報などの設計のこと。 

 
注５）いなみスポーツマップとは、稲美町内のスポーツ施設やウォーキング・ジョギング・サイクリングな

どの場所をわかりやすく示したマップ。 

 
注６)稲美町スポーツ推進会議とは、稲美町スポーツ推進委員会や NPO 法人稲美町体育協会、スポ

ーツクラブ 21いなみ、中学校体育連盟、稲美町老人クラブ連合会、稲美町子ども会育成協議会、

行政担当者などのスポーツ関係者が集い、情報交換と連携・協働の推進を進めるネットワーク団

体。 

 

「加古大池」 

(子ども会駅伝競走大会・いなみ新春万葉マラソン大会のコースとして利用) 

 


